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≪１　開設準備（平常時に準備しておくもの）≫
	項目
	✔

	体調不良者用の別室の段取り（どの部屋やトイレを使うか、別室が無い場合はスペース）は整理できているか。
	

	「避難所における新型コロナウイルス感染症対策マニュアル」を備えているか。
	

	マスク、消毒液、体温計、ボールペンは準備したか。
	

	要配慮者用の「段ボール製間仕切り」（又はテント）は避難所にあるか。保管場所を確認したか。
	

	別紙１「避難所での過ごし方（30枚程度）」、別紙３「体調不良の方へ（20枚程度）」の書類を準備したか。
	


≪２　受付準備≫
	項目
	✔

	受付担当、体調不良者誘導担当を決めたか
	

	受付に、マスク・消毒液・体温計、ボールペン、別紙１「避難所での過ごし方」、別紙３「体調不良の方へ」、別紙５「体調不良者確認票」を準備したか。
	

	受付などの良く見える場所に、別紙１「避難所での過ごし方」、別紙２「エコノミークラス症候群予防のために」を掲示したか。
	

	要配慮者用の待機場所を確保したか。（別室or隔離スペース）
	

	受付者用の待機距離（約１～２ｍごと）を確保したか。
	

	受付を行う方は、マスクを着用したか。
	



≪３　受付対応≫
	項目
	✔

	避難者の体調を確認する
	

	体調が良好な場合も受付の消毒液で手指消毒してもらう。
	

	別紙１「避難所での過ごし方」の文書を渡す。
	

	１～２ｍ間隔を確保するよう、避難者を滞在場所へ案内する。（避難者に指示する。）
	

	車で待機する避難者に対しては、定期的に体調を確認するとともに、エコノミークラス症候群の発症に関して注意を促す。
	


≪４　体調不良者（家族も含む）の対応≫
	項目
	✔

	受付の消毒液で手指消毒後、避難者名簿に記入してもらう。別紙５「体調不良者確認票」へも対象世帯の氏名を記載する。
	

	体温計で検温し、測った体温を別紙５「体調不良者確認票」に記録する。
	

	別紙３「体調不良の方へ」を渡す。体調不良者用の別室へ案内する。（別室が確保できない場合は、間仕切り等で区画された待機場所に案内する。）
	

	症状の急変などを把握するため、定期的に状況確認を行う。
	

	感染症が疑われる者については、一旦収容し「８　連絡先」に連絡しその指示に従う。
	


≪５　その他≫
	項目
	✔

	定期的に、施設の出入口、ドアの取っ手、共用物品を消毒するとともに、換気を行う。
	

	定期的に、避難者に体温測定を勧めるとともに、体調不良者の有無を呼びかけ等により確認する。
	



